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熊本・大分・九州地震 被災者の生活再建、被災地復興を早く 

困難の中、診療を再開した熊本のＹ医院 

 ４月２４日、熊本市内で被災した高校同期のＹさんから２回目のメールが届

いた。それによると水道、電気がやっと復旧したこと、近所の商店で食料が買え

るようになったこと、そして損壊した住宅と医院の再建工事にかかる一方で、患

者さんへの診療をご主人が再開されたことなどが簡潔に述べられ、周囲の人たち

や友人への感謝の言葉で締めくくられていた。 

行間に患者さんなどへの心ずかいが感じられて、「がんばって！Ｙさん」と声↑ホタルカズラ（二上山）    

↓シライトソウ（二上山）援を送りたい、だが同時に「無理をしないでね」とも言いたくなる。なにし

ろ私と同じく、今年度で「後期高齢者」の仲間入りをする年齢なのだ。電気

も水道もトイレもなく、食べ物すら乏しい日々、１２００回以上続く余震か

らのストレス、強いられた車中泊、きっと身体も心も疲れ切っているだろう。 

ひろがるカンパの呼びかけ 

 早速同期同窓の有志から「Ｙさんへのカンパ」が呼びかけられ、私も即賛

同した。呼びかけに連ねられた名前を見て、十数年続けて来た同窓生登山旅

行のいくつかのシーンが思い起こされた。険阻な裏道を辿って山頂に立った

御在所岳、コマクサを探しながら登った木曽駒ヶ岳、ホテル「地の果て」に

泊まった知床旅行などなど。どこでもＹさんは明るく元気だった。あの気丈

さを粘り強く発揮し、突如降りかかった難局を乗り切ってほしい。 

連帯！寄せられる善意 

 ５月に入ってすぐに、町内のＲさんが「地震救援募金」を我が家に持って

こられた。年金生活にとっては決して小さくない金額だった。有り難く且つ

恐縮して受け取り「確実に被災地に届けます」と言って礼を述べた。Ｒさん

は「それを信じているから」と笑顔で帰られた。翌日Ｒさんの親族の方から

も同額の募金が届けられた。私は妻と相談し、Ｒさんに断ったうえで、日本共産党の事務所と健生

会友の会事務局とに半額ずつを届けた。両団体とも、地震発生直後から全国的な義援金募金活動を

展開しており、健生会土庫（どんご）病院からは、今や常設となっている「救↓榛原鳥見公園５月７日

命救急医療チーム」をはじめ、医療相談員や事務

職員も交代しながら熊本入りを続けている。 

 なお、日本共産党は 5 月 9 日付新聞「赤旗」で、

同党に寄せられた義援金第一次分７６００万円

を熊本県はじめ被災自治体、被災団体に届けたこ

とを公表し、更なる支援を呼び掛けた。 
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まるで果物 虫たちが創る芸術作品 

 左右二つの写真を見てください。いずれも今年４月二上山で写したもので

す。美味しそうでしょう。この「たより」で以前にも紹介しましたが、これ

はナラメリンゴブシと呼ばれる「虫こぶ」で、ナラメリンゴタマバチという

小さい蜂がコナラなどの若芽に卵を産み付け、その若芽を変形・変色させた

ものです。 

 「虫こぶ」は「虫癭（ちゅうえい）」（英語でｇａｌｌ）  

とも言い、昆虫などが子どもを育てる「揺り籠」なので

す。庭の手入れをされる方は植物の葉や花が異常な形で

変色したりするのを見たことがあると思います。 

 色々な虫こぶを見るのも、山歩きの楽しみのひとつで

す。この紙上でも随時ご紹介することにしましょう。 

 

春まだ浅き山稜部（台高山脈・薊岳から明神平へ） 

 4 月２４日、山歩きクラブの運営委員４名で、薊（あざみ）岳（1406ｍ）の下見に出かけました。

大台ケ原と高見山とを結ぶ台高山脈は、大峰山脈と並ぶ奈良県内屈指の山脈ですが、その北部のピ

ークのひとつ明神岳付近で東西に枝を伸ばすように支脈を派生させており、東側には桧塚（ひのき

つか）奥峰や桧塚を、西側の支脈には薊岳を擁しています。 

 これらの峰々とそれらを結ぶ稜線では、木々は芽吹きもまだで、わずかに

スミレとミヤマカタバミが花を見せていただけ。春まだ浅しの感じでした。 

だが中腹～山麓で春の息吹を満喫 

 しかし明神平にはバイケイソウがみずみずしい若

葉を茂らせ、谷筋の道にはハシリドコロ、ヒトリシ

ズカ、ニリンソウ、ヤマルリソウ、ミヤマキケマン、

タニギキョウ、ヒメイチゲなどなど、早春の花たち

が、それぞれの個性と美しさを誇示するかのよ     ↑ヤマルリソウ 

うに咲き誇っていました。 

 バイケイソウもハシリドコロもその若葉はいかにも美味しそう、しかしど

ちらも猛毒の持ち主。ハシリドコロはそれを食した人が幻覚症状を起こして、

所かまわず走り回ることからきた名前らしい。    ↓ヒトリシズカ 

↑ハシリドコロ       両種とも大きな群落を各所に作って、まだ    

（花の外側は暗紅紫色   緑の少ない山肌に春らしい彩りを施していて 

内側は黄緑色）      嬉しいが、鹿など野生の草食動物が増殖して

いく中で、有毒植物

だけが繁茂していく

のも、また問題だと

思われます。 

←バイケイソウ 


